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マウス

ラット IgG2a 含有マウス腹水からプロテノバ Protein L 固定化ゲルを用いてラットモノクローナル IgG2a の
精製を検討した。今回使用したマウス腹水には内因性のマウス IgG が多量に存在していたため、Ab-

Capcher ExTra の前処理により内因性マウス IgG を除去したのちに、Protein L 固定化ゲルでラット IgG2a 

を精製した。なお、ラット IgG2a は Ab-Capcher に結合しないことを確認している（アプリケーションデータ
No.010b）。収量を測定した結果、腹水 1 mL/mL gel 当り 0.73 mg /mL gel のラット IgG2a を精製することが

できた。また精製 IgG の純度を SDS-PAGE にて調べた結果、精製純度は良好であった。前処理で除去した
マウス IgG についても SDS-PAGE にて確認した。
精製した画分のアイソタイピング試験を実施したところ、マウス IgG は検出されず、ラット IgG2a のみが含ま
れていることを確認することができた。

精製の流れ

電気泳動結果

Protein Lを用いた
ラットモノクローナル IgG2a の2段階精製

アプリケーションデータ No.46

【前処理】

Rat IgG2a 含有腹水

↓

PBS にて 3倍希釈

↓

Ab-Capcher ExTra に添加

↓

振とう （室温、1時間）

↓

素通り画分を回収

SDS-PAGE
ゲル：15 % (Tris-Glycine)
染色：CBB

レーン 1 : 腹水
レーン 2 : ExTta_FT
レーン 3 : ExTta_Eluate
レーン 4 : Protein L_FT
レーン 5 : Protein L_Eluate
レーン 6 : MW marker 
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ホームページ http://protenova.com

ラットIgG2a 結合量

結合量 : 0.73 mg/mL gel

（腹水 1mL 当り）

(kDa)

66.4
55.6
42.7
34.6

27.0

20.0

14.3

【本精製】

ExTra 素通り画分

↓

Protein L 固定化ゲルに添加

↓

振とう （室温、1時間）

↓

洗浄 (PBS)

↓

0.1 M Glycine-HCl (pH 2.5) 溶出

IgG2a 精製画分の
アイソタイピング試験
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